
知的作業効率を向上する音楽的特徴の研究と診断ソフトの開発
さいたま市立大宮国際中等教育学校　高校2年　芦田舞香　  　　

研究動機

研究方法

テンポの影響（回答時間）
ハ長調60・80・100を比較した結果、P=0.0143＜0.05 で有意
差があった。特にテンポ60と80ではP=0.0422＜0.05で有意差
が認められたが、80と100ではP=0.272＞0.05で有意差が認め
られなかった。テンポを60→80にすると作業時間が短縮され
るが、80以上では効果が見られないことがわかる。

調の影響（誤答数）
ハ長調条件では他の調と比較して、平均誤答数、標準偏差とも
に大きい一方、イ短調80では平均誤答数・標準偏差とも最小
である。短調は誤答が少なくなる傾向が示唆された。

テンポの影響（誤答数）
ハ長調において、テンポ60は平均誤答数・標準偏差ともに小さ
く、テンポ100・80よりも安定している。テンポを遅くすると
誤答が減る傾向が見られた。

結論
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私はこれまで音楽活動に携わってきた経験があり、音楽が人
の心理や行動に与える影響について興味を持った。家庭内状
況や学習環境の違いにより、静かな学習環境など集中できる
環境を確保できない子どもが不利になりやすいことや、学習
効率の向上を目的とし、音楽のどのような特徴が知的作業の
作業効率を向上させるのかを研究する。さらに、本研究で得
られた知見をもとに最終的にはWebサービスとして音楽診断
サイトの作成を行う。

本研究では『音楽のテンポや調が知的作業効率に影響を与え
る』という仮説を立て、検証を行った。
《平均律クラヴィーア曲集第1巻 プレリュード ハ長調》を用
いて、調とテンポが知的作業効率に与える影響を検証した。
被験者（学生9名）は、①音楽なし、②ハ長調・テンポ
100、③ハ長調・テンポ80、④ハ長調・テンポ60、⑤イ短
調・テンポ80、⑥変ホ長調・テンポ80　の6条件下でクレペ
リン検査を実施した。作業時間と正答数を記録し、知的作業
効率の指標とし、得られたデータをもとに分散分析を行い、
有意差があるかどうかを調べた。なお、楽譜の作成・移調・
テンポ変更はMuseScoreを用い、強弱やアーティキュレーシ
ョンは付与しなかった。

結果
表1:回答時間

表2:誤答数

全体の有意差（回答時間）
回答時間について、分散分析を有意水準5%で行った結果
P=0.0000341＜0.05 で有意差があった。音楽が作業時間に影
響を及ぼしていることが示された。

調の影響（回答時間）
ハ長調80・イ短調80・変ホ長調80の回答時間について、分散
分析を有意水準5%で行った結果P=0.687＞0.05 で有意差がな
かった。調の違いと作業時間に関係は見られなかった。

短調の音楽を聴くと誤答数が少なく安定するのに対し、長調で
は誤答数が多くばらつきが見られた。また、テンポは80BPM
以下では速くすることで回答時間が短縮されたが、80BPMを
超えるとそれ以上の大きな影響はなく、逆に遅いテンポでは誤
答数の低減や安定につながった。
したがって、音楽のテンポや調は知的作業効率に影響を与える
という仮説は立証された。

Webサイトの作成

実験結果をもとに、テンポと調を入力すると知的作業の効率
にどのように影響を与えるのか結果を表示するWeb診断ツー
ルをhtmlで作成した。
入力した条件が作業効率にどう影響するかを示し、条件を変
えると期待できる効果の違いも表示される。

今後の展望
被験者の数を増やすことで、より信頼性の高いデータを収集
したい。また、今回扱った調やテンポの条件に加えて、他の
調や曲、より細かいテンポの間隔の条件を設定し、条件ごと
の影響を詳細に検証したい。
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